
宗教委員会主催指月アワー行事 

 

教材供養法要と講演  

「殺生しない」そんな殺生な・・・ 
 
 

第一部  教材供養法要 

学生・教職員からよせられた、使われなくなった教材に感謝の気持ちを込め

て法要を行います。“もの“の供養は他の国や宗教ではなかなかみられない、

世界に誇れる日本の文化、また、仏教独特の法要です。 

 

第二部  講演会 

   タイトル：「殺生しない」そんな殺生な・・・ 

   講  師：文化人類学科 永野貴子 准教授 
 

日 時：２００８年７月２日（水）１３：００～１４：３０ 

場 所：京都文教大学 同唱館  

 
 
 

✐教材供養とは？✐ 

 日本には、「もの」にも＜いのち＞の存在を認め、それを供養するという素晴らしい文化があり

ます。針供養や人形供養は有名ですね。ものの＜いのち＞を粗末にすることが、人間の＜いの

ち＞を粗末にすることにつながっていると指摘する宗教家もいます。 

 そこで７月の指月アワーでは、日頃お世話になった教材とサヨナラする前に、感謝の誠を捧げ、

有り難うの気持ちを込めて教材供養を行います。「もの」のいのちを考えることで、人間のいのち

を考え直してみませんか。 

 

京都文教大学宗教委員会主催 

 


